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１ 年の初めに ３ 中学三年生の皆さんへ竜二高より
新年明けましておめでとうございま 中学三年生の皆さん，いよいよ入試

す。昨年中，皆様には本校教育活動にご に向けた志望校受験モードに入られた
理解とご協力を頂き心から感謝申し上げ ことと思います。自分に合った学校選

自分の能力を輝かせ，将来の夢ます。どうぞ本年もよろしくお願い申し びは，
上げます。 。や目標実現を可能にします

さて，新年を迎え本校生には今年一年 本校は面倒見の良い学校として，一
を展望して新たな目標を設定し，それぞ 人一人を大切にしその能力を開花させ

各自の夢や目標実現を強力にサポートれに力強く精一杯取り組んでもらいたい
と願っています。 です。進路実現に向けたガイする学校

アトランタオリンピックのマラソンで ダンスを充実し，多彩な学校行事に，
銅メダルを獲得した有森裕子選手がレー 分かり易いきめ細かな工夫ある授業を
ス後の会見で「初めて，自分で自分を褒 行っております。来年度からは制服も
めたいと思います 」と話したことを思 新たにしてお待ちしています。。
い出します。この言葉だけを聞くと軟弱

バスケ部ウインターカップ健闘な 何か甘い人生観を感じます しかし， 。 ， ４
そうではありません。有森さんは五輪代 １２月２３日(金 )に
表に選ばれた責任感の重圧で，前夜は中 東京体育館で行われ

第４２回全国高校々寝付かれないほど緊張していたといい た
選抜優勝大会(ＷＩＮます。また，レース終了後に「どうして
ＴＥＲＣＵＰ２０１もっと頑張れなかったのかという思いだ
１) 本校女子バスけはしたくない 」というプレッシャー に，。

を自分に課していたようです。それほど が出ケットボール部
自分に厳しい人がレース後に発した言葉 場しました。県立高校として２年連続
です。自分を信じ精一杯全力を出し切る は快挙です。初戦に沖縄県代表の県立
ことが叶わなければこの言葉は無かった 西原高校と対戦し，第１クオーターを
と思います。 ２０対１６とリードし，第２クオータ

本校生には 年末に一年を振り返る時 ーも７点リードで進めましたが，その， ，
「自分で自分を褒めたいと思います 」 後追いつかれ で，残念なが。 ６５対８４
といえるよう，勉学や部活動など自分の ら敗れました。果敢に戦い善戦した選

。決めた目標に対して，自分を信じ精一杯 手達の姿に大きな拍手が送られました
取り組んでもらいたいと思います。 皆さん応援有り難うございました。

皆さんの今年一年のあらゆる活動に期
待いたします。

５ 卓球部オープン戦で善戦校長 倉持 利夫
平成２３年度しみずみなとオ大会名：
ープン冬季交流卓球大会

日 程：１２月２６日～２８日２ １月行事予定
会 場：静岡市清水総合体育館

１月 １日（日） 種 目：女子団体戦元旦
予選リーグ３勝３敗（４位）１月 ４日（水）仕事始め（職員） 日目：1

１月 ９日（月）成人の日 （３対０）清水スポーツ少年団Ａ，
（ ） ，（ ） ，１月１０日（火） ・実力テスト ３対１ 清水西 ３対０ 混合Ｂ始業式

１月１２日（木） （２対３）文星女子Ａ （２対３）星龍神太鼓体験学習 ，
１月１３日（金）２年職業別摸擬授業 野高Ｂ （１対３）浜松商業Ａ，

順位リーグ４勝２敗(２位)１月１８日（水） ２･３日目：ライフプランニング授業①
１月１９日（木） （３対０）静岡東 （３対０）静岡商龍神太鼓体験学習 ，

，（ ） ，（ ）１月２４日（火）３学年期末考査 業 ３対１ 浜松商業Ｂ ３対１
～２７日（金） 細田学園 （２対３）文星女子Ｂ，，

１月２７日（金） （１対３）利根商業予餞会 (市民会館にて)

１月２５日（水） なかなか対戦することができない学ライフプランニング授業②
１月２８日（土） 校と多くの試合をし，また先日関東大臨時ＰＴＡ総会
１月３０日（月）代休日 会に出場したチームとも互角の試合が

。 ，できました 選手達の自信につながり
今年の飛躍が期待されます。

６ 礼法・着つけ授業修講式の挙行 ８ １学年小論文ガイダンス

入講式 講師陣紹介4/20
「 ，本校では 社会人として活躍するには

コミュニケーション能力は必要不可欠で
ある 」と捉えています。そこで，論理。
的な思考力と鋭い判断力を身に付け，課
題に対する情報収集力・分析力に基づい
た論理展開・文章構成力・討論展開力を
養うために，小論文トレーニングを早い

修講式( ) 修講式の様子 段階で取り入れています。修了書授与 12/7
今回は のご協力で講師を派第一学習社

遣していただき，一年生全員が１２月２
日に小論文の指導講座を実施しました。

生徒が学んだ内容を抜粋します。
Ⅰ なぜ，今 〈小論文〉か，

・社会が私たちに求めることの変化
これまでは知識の量，これからは知

修講式( ) 修講式での別れ 識の量＋知識を選ぶ・使う知恵が必記念品贈呈

本校の人間文化科３年生では課題研究 要
①問題発見能力の授業に「礼法・着つけ」があります。 ・私たちに必要な力は

桐華流日本きもの指導者協会 ②問題解決能力 ③コミュニケーシ「 」の理事
加藤史子先生 ョン能力長 を中心に講師の先生方か

Ⅱ 作文と小論文の違いらご指導を仰いで実施してきました。
４月から１２月までの月 回の３時間 ・作文･･･心情→ 文章1 主観的な

連続で １２名の先生方がご指導下さり ・小論文･･･理性→ 文章， ， 客観的な
Ⅲ 小論文とはどう書いたらよいか。マンツーマンに等しい授業を受けてきま

①課題で問われていることに正確にした。おかげで生徒は日常の基本的な礼
答える ②自分なりの意見をはっき儀作法を身につけ，着物も一人で着るこ

修 り述べる ③意見の根拠を述べるともできるようになりました 最終日(。
講式 ④一貫した立場で，筋道を立てる)には修了書も授与され，生徒手作
りのお礼の品をお渡しし，お世話になっ

９ １月も有意義な行事が目白押した先生方との別れを惜しみました。
１ が１学年のク）「龍神太鼓」体験学習

ラス単位で行われます。７ 簿記コンクール団体３位
平成２３年１２月１７日(土)に流通経 これは の方を講師と龍神太鼓保存会

済大学龍ヶ崎キャンパスを会場にして， してお招きして，郷土の伝統文化にふ
平成 れ学ぶものです。１月１２日と１９日２３年度茨城県高等学校簿記コンク

が開催されました。(競技 に予定しています。ール新人大会
はＡ級とＢ級に分かれて実施されまし

「ライフプランニング授業」 ソニた ） ２ が。 ）
競技：Ａ級（１級内容） 様のご協力で行われます。２学ー生命

出場は１０校５６名 年の各クラスをさらに少人数グループ
本校からは２年生５名出場 に分け，ソニー生命のライフプランナ
Ｂ級（２・３級内容） ーの個別指導により行われます。
出場は１２校６９名 これはキャリア教育の一環として，
本校からは１年生５名出場 生徒に働くことの意味や将来設計など

結果： を考えさせると共に，この授業を通しＡ級団体の部 第３位
メンバーは２年３組 て，育んでくださった保護者への感謝加藤純哉君，

や家族の助け合いの大切さなどを学習小林真広君，川口晴香さん，奥川
です。 することを目的としています。丸子さん，相良英李さん

Ｂ級団体の部 第９位 １月１８日と２５日に実施予定で，
※県内商業高校の全校が出場した中での 約２０名のライフプランナーの方が参
入賞で，本校商業科の実力が発揮された 加する予定です。
大会でした。


